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ラーゲン関節炎)を用い，同ラット骨髄での Interleukin-1 (IL -1 )および Interleukin -6 (IL -
6) 活性を経時的に測定し，多発性関節炎における骨髄の役割について検討した。
(方法)
用いた動物は 8 週令の雄の Lewi s ラットである O アジュパント関節炎 (A ラット)の感作は0.1 ml の
Freund 完全アジュパントを尾根部に皮内注射することにより行った。コラーゲン関節炎 (C ラット〉
の感作は Type I collagen と Freund 不完全アジュパントを混和し (1 mg/ml) , 1 ml をラット背部に皮
下注射することにより行った。免疫原性を有するが関節炎を誘導しない Type 1 collagen (1 ラット)
および熱変性 Type I collagen (D ラット)を C ラットと同様に感作し対照とした。関節炎の評価は
後足部の膨張で判定した。骨髄は，各動物群を経時的に屠殺し両大腿骨および腔骨を取り出し， PBS に






① 関節炎の発症率は Aラットで100% ， C ラットで95%あった。関節炎の発症は Aラットで感作後10
日目， Cラットでは14 日目であり，その後後足部の腫脹は増悪し，感作後 3 - 4 週でピークに達した。
I ラットおよび D ラットでは関節炎の発症は認められなかった。
② 骨髄中の IL- 1 活性は， Aラットでは感作後 4 日目に上昇し，その後漸増した後， 14 日目には3.6
U//ml の高値を示した。 Cラットでは感作後 7 日目に活性の上昇を認め，漸増した後14 日目に 2U/
ml を示した。 1 ラットおよび Dラットでは IL- 1 活性の上昇は認められなかった。
③ 骨髄中の IL- 6 活性は， A ラットでは感作後 4 日目に上昇し始め， 14 日目には 7U/ml と高値を示
した。 Cラットでは感作後 4 日目に活性の上昇を認め， 21 日目には 4 U/mlを示した。 1 ラットおよび
D ラットでは IL- 6 活性の上昇は認められなかった。




本研究では，関節炎ラット骨髄中において IL- 1 および IL- 6 活性の上昇および頼粒球系細胞増殖
を感作後早期から認め，その変化は関節炎の進展に一致して進行していること。また感作抗原に対する
免疫反応は起こるが関節炎が発症しない I ラット， Dラットではこのような骨髄での変化が認められな
い事が判明した。このような骨髄での変化が関節炎の発症，増悪および関節破壊にどの様に結び付いて







性物質の上昇が関節炎を誘発し得ることを示唆していた。本研究は，骨髄内の活性物質(IL- 1 , IL-
6) が関節炎発症に先行して明かな上昇を示し，関節炎発症の原因になり得る事を示した。これが，多
発性関節炎発症時の共通の現象である事を示すために発症機序の異なる 2 種類の関節炎モデルラット
(アジュパント関節炎，コラーゲン関節炎)を用いた。従来の滑膜病巣説で説明できなかった現象を説
明し，未解明の骨髄での免疫反応の重要性を示す有意義な研究である O
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